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◆仏教学専攻[博士後期課程]
仏教学専攻（博士後期課程）においては、建学の仏教精神に基づいて人間尊重の立場に立った研究活動を
行い、以下の要件を満たした者に博士（仏教学）の学位を授与する。
1.仏教学に関する豊かな学識と自己の専門分野における深い学識を有すること。
2.自立した研究者として研究を継続・発展させていく研究能力を有すること。

◆仏教学専攻[博士後期課程]
仏教学専攻（博士後期課程）においては、建学の仏教精神に基づいて人間尊重の立場に立った研究活動を行い、仏教学に関する高度に専門的な知識を修得し、実践力に優
れた専門的な職業人もしくは研究者を養成するために必要な教育課程を編成する。
1.特別研究の授業科目として「仏教学研究１」「仏教学研究２」「仏教倫理研究」を配置し、仏教学の諸問題に対する多角的な分析と考察を行い仏教学に関する学識を深め
る。
2.研究指導の演習科目として1年次から３年次まで「特殊研究（研究指導)1~3」を配置し、指導教員の継続的な指導により高度な研究を自力で継続・発展させていく能力を養
成し、博士論文を作成する。
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